
 

日看大協第 35号 

2020年 8月 25日 

 

厚生労働省医政局長 

 迫井 正深 様 

 

一般社団法人 日本看護系大学協議会 

                           代表理事 山本 則子 

 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により臨地実習に影響を受けた 

令和３年度新人看護職研修の支援に関する要望書 

 

 一般社団法人日本看護系大学協議会は、国公私立大学が有する看護学教育課程 291課程

のうち 287課程が加盟しています。 

今般、加盟校において、新型コロナウイルス感染症拡大により、例年と同様の臨地実習

の実施に困難が生じています。来年 3月卒業予定である現 4年生について、本年 4月から

7月に 93.2％の大学が必修の臨地実習を計画し、その科目総数は 695科目でした。しかし、

予定通りに実施できたのは僅か 1.9％であり、計画を変更して実施したのが 18.8％、残り

の 74.1％は学内実習に変更を余儀なくされました（本協議会の調査結果、別添資料参照）。 

各大学では、実習の目標に到達できるように、紙上事例やシミュレーションを用いた実

践的な学習などの教育計画をたて、実施・評価し、単位認定をしています。各大学の取り

組みの努力の一方で、臨地実習だからこそ学習できる対人関係能力やその場の状況を総合

的に判断して行動する能力等については、卒業後の新人看護職研修で特に充実が望まれる

ところです。 

この学生達が来春、看護職の国家試験を受け、新人看護職として医療機関に就職します。

来春の新人看護職の研修に関しては、現場での実習体験が少ない新人が就職することに鑑

み、例年よりも細やかな判断や配慮のもとに実施する必要があり、そのための強力な支援

体制が必要です。 

つきましては、次年度、看護職の新人研修に関し、新人看護職員と病院等が最小限の負

担で、新人にとっての大切な経験値を補うことにより、新人が離職しないで働き続けるこ

とができるために必要な予算措置を要望します。 

  

１． 新人研修期間中、新人看護職は研修に専念でき、経験のある看護職に過度の負担が 

かからないように、人員の補充とその必要経費の確保を要望します。 

２． 各医療機関における新人看護職研修は、通常都道府県の地域医療介護総合確保基金 

に基づいて実施されていますが、これに加え、国の事業として研修にかかる必要経費 

の補助を要望します。 

３． 新人看護職が心身ともに健康で安心して研修に専念できるよう各医療機関における 

支援体制の強化を、国の事業として予算化することを要望します。 

 

以上 
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資料：2020年度 4年生の臨地実習科目（必修）の実施状況調査結果 

 

Ⅰ．調査方法  

１．調査期間：2020年 8月 4日～8月 18日（グーグルフォームを用いた WEB調査） 

 

２．対象および回収率  

調査対象：2020年度 4年生の在籍者がいる会員校 

265校 （国立・省庁大学校 44、    公立 48、    私立 173） 

回 答 数：222校 （国立・省庁大学校 36、    公立 45、    私立 141） 

回 収 率：83.8％ （国立・省庁大学校 81.8％、公立 93.8％、 私立 81.5％） 

 

３．回答校の 4年生在籍者総数 

19,401名 

 

Ⅱ．4月から 7月までの必修の実習科目について  

１．計画の有無     上段大学数／下段(％) 

計画があった 計画がなかった 

207 

(93.2％) 

15 

(6.8％) 

 

 

２．実習計画のあった科目数 

  計画があった 207校で、科目数は 1科目から 10科目、総計 695科目であった。 

上段大学数／下段(％) 

科目数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

大学数 

（％） 

65 

(31.4) 

37 

(17.9) 

31 

(15.0) 

18 

(8.7) 

11 

(5.3) 

11 

(5.3) 

11 

(5.3) 

16 

(7.7) 

5 

(2.4) 

2 

(1.0) 

 

 

３．計画された実習の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべて学内に変更

515（74.1%）
計画を変更し、

臨地で実施

131（18.8%）

8月以降に実施

の予定

36（5.2%）

計画通り実施

13（1.9%）

計画された実習の実施状況

695科目中

科目数（％）
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４．計画を変更し、臨地で実施できた場合の変更内容（131科目中）※複数回答 

上段科目数／下段(％) 

時期を変更した 臨地での期間を 

短縮した 

実習場を 

変更した 

学内実習と 

組み合わせた 

その他 未回答 

67 

(51.1％) 

70 

(53.4％) 

45 

(34.4％) 

94 

(71.8％) 

7 

(5.3％) 

3 

(2.3％) 

 

   なお、臨地での実習期間を短縮した 70科目において、予定の 2割以下に短縮されたと回答 

があったのは 19科目、2割から 4割に短縮が 11科目、4割から 6割が 23科目であった。 

 

 

Ⅲ．8月以降の必修の実習科目について 

１．計画の有無                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．実施の見込みについて（160科目）                             

8月以降に実習計画があると回答した 103校の実習科目の総数は 160科目であった。 

上段科目数／下段(％) 

計画通り実施の 

見込み 

計画を変更して 

実施の見込み 

すべて学内に 

変更する 

予定が立っていない 

33 

(20.6％) 

86 

(53.8％) 

31 

(19.4％) 

10 

(6.3％) 

  

以上 

計画はない

112（50.5%）

計画がある

103（46.4%）

未回答

7（3.2%）

必修実習科目の計画の有無

222大学中

大学数／（％）


